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香
川
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
千
切
谷
耕
一
郎
で
す
。

会
長
に
就
任
し
て
三
年
に
な
り
ま

す
が
、
二
年
目
以
降
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
か
な
り
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

中
止
や
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

会
員
の
皆
様
と
直
接
お
会
い
す
る

機
会
が
な
い
こ
と
を
本
当
に
残
念

に
思
い
ま
す
。

　

昨
年
末
、
コ
ロ
ナ
収
束
に
一
筋

の
光
明
が
見
え
た
か
と
思
っ
た
矢

先
、
現
在
猛
威
を
振
る
う
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
の
爆
発
的
感
染
拡
大
に
よ

る
第
六
波
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

の
学
校
生
活
も
再
び
深
刻
な
影
響

を
受
け
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
い

コ
ロ
ナ
収
束
と
子
ど
も
た
ち
の
日

常
が
戻
る
こ
と
を
切
に
祈
っ
て
お

り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
よ
り
、
全
国
高
等

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
調
査
広
報

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
選
任

さ
れ
、
全
国
高
Ｐ
連
広
報
誌
の
編

集
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
の
作
成
・
実
施
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
全
国
の
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
実

施
さ
れ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
を
何
度

も
重
ね
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
課
題
や
工
夫
点
、

高
校
生
が
抱
え
て
い
る
問
題
点
な

ど
が
拾
い
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
精

査
い
た
し
ま
し
た
。

　

12
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
全
国
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い
て
」
に
は
、
本

県
の
各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
様
に
も
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
全
国
で

２
０
０
０
校
を
超
え
る
回
答
が
あ

り
、
結
果
は
全
国
高
Ｐ
連
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

全
国
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
携
わ
る
仲
間

た
ち
が
現
状
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、

悩
み
な
が
ら
も
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
が
反
映
さ
れ
て
い

ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
集
う
機
会
が
制

限
さ
れ
る
中
で
も
、
全
国
に
同
志

が
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
勇
気
づ

け
ら
れ
る
内
容
だ
と
思
い
ま
す
。

是
非
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
に
よ
り
犠
牲
に
な
っ
た

こ
と
は
数
え
き
れ
ま
せ
ん
が
、
時

代
が
進
む
中
で
見
直
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
先
駆
け
て
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
と
も
い
え
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
ど
の
よ
う
な
存
在
で
子

ど
も
た
ち
に
寄
り
添
う
べ
き
か
、

真
摯
に
向
か
い
合
う
時
期
に
き
て

い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
為
に
寄

り
添
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

会長よりひと言

香
川
県
高
等
学
校
P
T
A
連
合
会

ち　
き
り　
や

こ
う
い
ち
ろ
う
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千
切
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一
郎
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千切谷耕一郎
高Ｐ連会長あいさつ 会場との意見交換

　

本
校
は
、
高
松
市

の
西
部
に
あ
る
丘
陵

地
に
位
置
し
、
四
季

折
々
に
変
化
す
る
自

然
に
恵
ま
れ
た
学
校

で
す
。
昭
和
51
年
に

創
立
さ
れ
、
「
自

立
・
連
帯
・
創
造
」
の
校
訓
の
も
と
、
８

３
０
名
余
り
の
生
徒
が
文
武
両
道
を
目
指

し
、
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
は
広
報
委
員
会
・
研
修
委

員
会
・
保
健
委
員
会
の
３
つ
に
分
か
れ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
は
、

年
２
回
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

広
報
誌
『
や
ま
も

も
』
の
発
行
を
主

な
活
動
と
し
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
、
学
校
行
事
の

中
止
や
変
更
が
相

次
い
だ
た
め
、
臨

時
号
を
発
行
し
た

り
、
紙
面
を
工
夫

し
た
り
し
な
が
ら

の
編
集
と
な
り
ま
し
た
。
体
育
祭
特
集
号

の
79
号
は
、
感
染
症
対
策
を
し
っ
か
り
と

り
な
が
ら
体
育
祭
を
楽
し
む
子
供
た
ち
の

様
子
を
伝
え
ま
し
た
。
ま
た
、
80
号
は
文

化
祭
や
学
年
団
行
事
、
部
活
動
で
の
活
動

風
景
を
多
く
盛
り
込
み
、
日
常
の
子
供
た

ち
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
紙
面
を
目
指
し

ま
し
た
。

　

研
修
委
員
会
は
、
例
年
、
人
権
・
同
和

教
育
研
究
大
会
や
大
学
・
専
門
学
校
訪
問

研
修
会
へ
の
参
加
等
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

昨
年
同
様
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
文
化
祭

で
行
っ
て
い
る
「
ウ
エ
ス
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト

（
バ
ザ
ー
）
」
は
、
12
月
24
日
に
時
期
を

ず
ら
し
て
開
催

し
ま
し
た
。

思
っ
た
以
上
に

盛
況
で
、
子
供

た
ち
も
保
護
者

も
和
気
藹
々
と

し
た
雰
囲
気
で

の
実
施
と
な
り

ま
し
た
。
例
年

と
は
違
う
「
ウ
エ
ス
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
バ

ザ
ー
）
」
で
し
た
が
、
次
年
度
に
繋
が
る

も
の
に
な
り
、
続
け
て
い
く
大
切
さ
を
再

認
識
し
ま
し
た
。

　

保
健
委
員
会
は
、
毎
年
「
健
康
を
考
え

る
会
（
食
堂
試
食
会
）
」
、
「
心
肺
蘇
生

法
講
習
会
」
、
「
地
域
学
校
保
健
委
員

会
」
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
例
年
通
り
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
心
肺
蘇
生
法

は
ｅ

－
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
切
り
換
え
て
、
７

月
13
日
夏
季
食
堂
試
食
会
後
に
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
地
域
学
校
保
健
委
員
会
の

テ
ー
マ
「
性
に
関
す
る
教
育
」
に
つ
い
て

は
、
12
月
10
日
冬
季
食
堂
試
食
会
後
に
情

報
交
換
の
場
を
設
け
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

短
時
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、

思
春
期
の
子
供

が
抱
え
る
健
康

課
題
に
つ
い
て

多
く
の
情
報
を

共
有
す
る
こ
と

が
で
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　

制
限
さ
れ
て

い
る
日
常
の
中

で
、
子
供
た
ち
が
活
躍
し
楽
し
め
る
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
校
は
創
立
百
年

以
上
の
歴
史
を
持
つ

伝
統
校
で
す
。
平
成

19
年
に
善
通
寺
西
高

校
工
業
科
デ
ザ
イ
ン

科
を
統
合
し
、
普
通

科
と
デ
ザ
イ
ン
科
を

有
す
る
進
学
率
の
高
い
学
校
で
す
。

　

み
ど
り
し
た
た
る
五
岳
麓
に
、
明
治
39

年
の
創
立
以
来
受
け
継
が
れ
て
き
た
落
ち

着
い
た
校
風
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
は
思

い
思
い
の
目
標
を
達
成
し
よ
う
と
学
校
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
子
ど
も
た

ち
の
姿
に
感
化
さ
れ
、
私
た
ち
Ｐ
Ｔ
Ａ
も

落
ち
着
い
て
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
紹

介
し
ま
す
。
組
織
と
し
て
、
総
員
70
名
程

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
評
議
員
で
構
成

し
、
各
学
年
17
名
程
の
保
護
者
と
20
名
の

先
生
方
で
４
つ
の
委
員
会
に
編
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
活
動
内
容
と
し
て
は
、
年
２
回

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
評
議
会
の
開
催
、
そ
し
て
各
委

員
会
で
の
活
動
で
す
。

　

人
権
・
同
和
教
育
委
員
会
は
、
各
種
研

修
会
、
地
方
大
会
へ
の
参
加
と
そ
の
報
告

で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
令
和
元
年
度
の

活
動
で
す
が
、
「
善
通
寺
市
人
権
教
育
推

進
協
議
会
総
会
」
の
人
権
講
演
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
今
の
子
ど
も
た
ち
は
親
世
代

と
比
べ
人
権
教
育
が
進
み
正
し
い
知
識
と

理
解
を
持
ち
社
会
に
飛
び
出
し
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
の
一
番
身
近
に
居
る
親
と
し
て

模
範
に
な
れ
る

よ
う
関
り
た
い

と
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

研
修
委
員
会

は
、
研
修
活
動

の
企
画
と
運
営
、

県
高
Ｐ
連
主
催

の
研
修
へ
の
参

加
で
す
。
こ
ち

ら
も
令
和
元
年
の
活
動
で
す
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

研
修
旅
行
を
企
画
し
10
月
に
実
施
し
ま
し

た
。
研
修
を
通
じ
子
ど
も
た
ち
の
進
路
へ

の
認
識
を
深

め
、
会
員
相

互
の
親
睦
を

図
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
９
月

に
は
親
同
士

の
学
び
を
取

り
入
れ
た
Ｐ

Ｔ
Ａ
研
修
会

ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

校
外
生
活
指
導
委
員
会
は
、
交
通
街
頭

補
導
へ
の
参
加
で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
評
議
会
で

は
、
善
一
生
の
遅
刻
の
実
態
や
ス
マ
ホ
の

使
用
状
況
、
自
転
車
の
交
通
事
情
等
の
報

告
が
あ
り
、
普
段
は
知
り
得
な
い
子
ど
も

の
生
活
態
度
を
よ
く
知
る
事
が
で
き
、
保

護
者
に
と
っ
て
有
意
義
な
情
報
が
発
信
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
は
、
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
」

の
編
集
・
発
行
で
す
。
年
１
回
の
12
月
発

行
に
向
け
て
編
集
会
議
、
撮
影
、
原
稿
依

頼
、
レ
イ
ア
ウ
ト
決
定
、
校
正
と
広
報
誌

が
納
品
さ
れ
る
ま
で
尽
力
し
ま
す
。
「
Ｐ

Ｔ
Ａ
だ
よ
り
」
か
ら
は
善
一
生
の
喜
ば
し

い
活
躍
や
、
学
校
の
取
り
組
み
が
よ
く
分

か
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
善
一
生
進
学
先

マ
ッ
プ
は
、
み
ん
な
が
気
に
な
る
一
ペ
ー

ジ
で
す
。

　

ど
の
委
員
会
で
も
皆
さ
ん
志
は
同
じ
く
、

子
ど
も
の
明
る
い
未
来
の
為
に
と
積
極
的

に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

W
ith

コ
ロ
ナ
時
代
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
な

り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
輝
き

た
い
と
心
を
一
つ
に
、
こ
れ
か
ら
も
発
展

し
続
け
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

やまもも編集

食堂試食会 ウエストマーケット

松山大学見学松山大学見学松山大学見学

研修旅行にて「砥部焼絵付体験」研修旅行にて「砥部焼絵付体験」研修旅行にて「砥部焼絵付体験」
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全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は
株
式

会
社
リ
ク
ル
ー
ト
（
リ
ク
ル
ー
ト
進
学
総

研
）
は
、
２
０
０
３
年
よ
り
隔
年
で
「
高

校
生
と
保
護
者
の
進
路
に
関
す
る
意
識
調

査
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
第
10
回
を
迎
え

る
２
０
２
１
年
調
査
報
告
を
聴
く
機
会
が

あ
り
、
い
ろ
い
ろ
と
興
味
を
惹
か
れ
る
結

果
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

推
薦
さ
れ
た
各
３
校
の
高
校
２
年
生
と
そ

の
保
護
者
を
対
象
に
、
紙
調
査
票
ま
た
は

Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査
画
面
か
ら
の
回
答
方
式
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
調
査
対
象
の
学

校
は
毎
年
変
わ
り
ま
す
。

■
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

　
　

親
子
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
変
化

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
会
話
が
「
増
え
た
（
高
校
生

29
％
／
保
護
者
29
％
）
」
と
い
う
回
答
が

「
減
っ
た　

（
同
３
％
／
２
％
）
」
を
親

子
共
に
上
回
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
外
出
自
粛
な
ど
に
よ
り
、
家
族

が
そ
ろ
っ
て
自
宅
で
過
ご
す
時
間
が
増
え

た
こ
と
が
影
響
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
日
常
生
活
に
制

限
を
強
い
ら
れ
窮
屈
な
思
い
を
し
て
い
ま

す
が
、
家
族
間
の
会
話
が
増
え
る
な
ど
、

新
し
い
生
活
様
式
の
中
で
好
影
響
を
及
ぼ

し
た
側
面
も
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
は
、
増
え
た
会

話
の
内
容
の
ト
ッ
プ
が
「
社
会
や
政
治
に

関
す
る
話
（
同
32
％
／
29
％
）
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

者
数
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
捗
、
経
済
の

停
滞
、
医
療
現
場
の
ひ
っ
迫
等
々
に
つ
い

て
連
日
報
道
さ
れ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
を

き
っ
か
け
に
関
心
が
よ
り
外
の
様
々
な
こ

と
へ
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
、
増
え
た
会
話
の
内
容
は
「
将

来
や
進
路
に
関
す
る
話
（
同
29
％
／

24
％
）
」
、
「
心
や
健
康
に
関
す
る
話

（
同
26
％
／
33
％
）
」
と
続
き
ま
す
。

■
進
路
の
会
話
で

　
　
　
　
　

 

保
護
者
が
よ
く
使
う
言
葉

　

前
回
も
ト
ッ
プ
だ
っ
た
「
自
分
の
好
き

な
こ
と
を
し
な
さ
い
、
や
り
た
い
こ
と
を

や
り
な
さ
い
」
が
さ
ら
に
伸
び
て
59
％

（
前
回
差
＋
７
％　

高
校
生
と
保
護
者
全

体
）
に
な
り
、
「
自
分
で
よ
く
考
え
な
さ

い
」
が
35
％
（
同
全
体
）
で
続
い
て
い
ま

す
。

　

一
方
で
、
以
前
は
よ
く
耳
に
し
て
い
た

「
勉
強
し
な
さ
い
28
％
（
同
▲
11
％
）
」
、

「
頑
張
れ
、
あ
き
ら
め
る
な
、
や
れ
ば
で

き
る
よ
17
％
（
▲
２
％
）
」
は
、
大
幅
に

少
な
く
な
り
、
さ
ら
に
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん

が
子
ど
も
の
や
る
気
を
起
こ
さ
せ
る
言
葉

か
け
や
自
立
を
促
す
教
育
を
心
掛
け
て
い

る
様
子
が
伺
え
、
と
て
も
微
笑
ま
し
く
好

ま
し
い
情
景
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。

　

今
か
ら
で
も
間
に
合
い
ま
す
。
「
勉
強

し
な
さ
い
。
」
を
言
い
続
け
て
い
る
方
は
、

今
日
か
ら
や
る
気
を
起
こ
し
、
自
立
を
促

す
言
葉
か
け
に
切
り
替
え
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

以
上
、
令
和
４
年
２
月
５
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
「
全
国
高
Ｐ
連　

会
長
・
事
務

局
長
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
会
」
か
ら
の
報
告

で
し
た
。

　

な
お
、
デ
ー
タ
等
は
“「
高
校
生
と
保
護

者
の
進
路
に
関
す
る
意
識
調
査
」
リ
ク

ル
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
調
べ“

に
よ

る
も
の
で
す
。　

高校生と保護者の進路に関する意識調査２０２１より

校■に29子禍がたす限す新し話関こ者停て

高校生と保護者の進路に関

全国高Ｐ連研修会講演報告

千切谷耕一郎
高Ｐ連会長あいさつ 会場との意見交換

松山大学見学

研修旅行にて「砥部焼絵付体験」

令和４年９月10日（土）　14:00～16:30（受付13:30～）

令和４年度  第４回香川県高Ｐ連研修会 実施要項（案）
（予定：文部科学省委託事業ネットモラルキャラバン隊）

日　　時1

かがわ国際会議場（定員308名）

保護者　学校（教育）関係者　その他希望者

約150名　

無　料

安心ネットづくり促進協議会

行政説明、基調講演、パネルディスカッション等

香川県教育委員会　高松市教育委員会　
香川県高等学校長協会

会　　場2

文部科学省　株式会社メディア開発綜研　
香川県高等学校PTA連合会主　　催3

共　　催4

後　　援
（予　定）

5

参加対象6

参加定員7

参　加　費8

内　　容9

（令和３年２月１日～令和４年１月31日現在）

一般財団法人香川県高等学校教育振興会　公益目的事業（助成事業）

文部科学大臣賞 石田高校
３年　谷本　光優さん

〈令和２年度（第49回）トレース技能検定１級〉

文部科学大臣賞 高松工芸高校
３年　佐野美奈未さん

〈第32回読書感想画中央コンクール〉

国税庁長官賞 高松高校
１年　坂東真悠子さん

〈令和３年度第60回税に関する高校生の作文〉

大　　賞 観音寺第一高校　２年　

五味　隼毅さん　高橋　壮汰さん　寶田　友太さん
林　さくらさん　三谷　彩乃さん

〈第４回和歌山県データ利活用コンペティション〉

文部科学大臣賞 高松第一高校
３年　冨田　祐依さん

〈第23回日本ジュニア管打楽器コンクール
　　　　　　　ソロ部門高校生コース（トロンボーン）〉

新型コロナウィルス感染拡大防止のため、ホール定員の約半数とします。



香川県高P連だより　第16号

4

制度に関するお問合わせ先　【取扱代理店】
㈲アワード　高松市出作町305-２　TEL：087-888-6131
TMG（トータルマネジメントグループ）　高松市円座町510-5　101　TEL：087-813-5808
㈱アイネクスト　高松市木太町1130-3　TEL：087-861-1177 香川県高松市磨屋町8-1 あなぶき磨屋町ビル4F

【引受保険会社】

高松支店 TEL：087-851-0196

令和４年度  主要行事予定案 第64回中国・四国地区
高等学校PTA連合会大会
●期　日　令和４年７月26日（火）
●会　場　愛媛県県民文化会館（松山市）

第71回
全国高等学校PTA連合会大会

石川
大会

●期　日　令和４年８月25日（木）・26日（金）
●会　場　いしかわ総合スポーツセンター・
　　　　　　石川県産業展示館４号館（金沢市）

第27回
大学・専門学校訪問研修会

京都
方面

●期　日　令和４年10月21日（金）・22日（土）
●訪問先　立命館大学　　　　龍谷大学
　　　　　京都先端科学大学　　京都調理師専門学校

★事務局では、宿泊のご案内のみいたします。

★訪問先は８月初旬までに決定し、ご案内いたします。

★事務局では、「香川県高Ｐ連プラン」（交通・宿泊等）を企画し、
　ご案内いたします。

愛媛
大会

5月26日（木）

7月28日（木）

2月16日（木）

10月21日（金）・22日（土）

9月10日（土）

7月26日（火）

6月 9 日（木）

●第１回定例理事会（高Ｐ連・振興会）

※新型コロナウィルス感染拡大防止のため、行事の中止、延期、縮小しての開催等、
　やむを得ず変更になる場合がありますことをご了承ください。

●PTA活動推進功労者表彰式・高Ｐ連総会並びに
　教育振興会定時評議員会

●第２回定例理事会（高Ｐ連）・第３回定例理事会（振興会）

8月25日（木）・26日（金）●第71回全国高Ｐ連大会石川大会

●第27回大学・専門学校訪問研修会（京都方面）

●第３回定例理事会（高Ｐ連）・第４回定例理事会（振興会）

●第64回中国・四国地区高Ｐ連大会愛媛大会

6月 9 日（木） ●第２回定例理事会（振興会）

●第４回香川県高Ｐ連研修会
　（予定：文部科学省委託事業ネットモラルキャラバン隊）

お知らせ 中国・四国地区高Ｐ連大会愛媛大会の研究協議発表において、
本県を代表して県立農業経営高校が発表されます。

「自転車損害保険」について「自転車損害保険」について「自転車損害保険」について
　かがわの自転車条例の改正により、令和４年４月１日から自転車損害保険への加入が義務となりました。
　もしもの事故に備え、必ず自転車損害保険に加入しましよう！

保　険　の　種　類
自転車損害保険の種類一覧自転車損害保険の種類一覧自転車損害保険の種類一覧

保　険　の　概　要
自転車利用者向け保険
TSマーク付帯保険
他の保険の特約
団体保険
共済
クレジットカードの付帯保険

自転車事故に備えた保険
自転車安全整備店で点検整備された自転車の車体に付帯した保険
自転車保険・火災保険・傷害保険の特約で付帯した保険
会社など団体の構成員向けの保険、PTAや学校が窓口となる保険
こくみん共済（全労済）、県民共済など
クレジットカード会員向けの保険

（個人賠償責任補償特約など）

情報! 一人が加入していれば、同居の家族全員が補償の対象となる場合もあります。ご家族が加入している保険の補償内容もご確認ください。

香川県高等学校PTA連合会推薦

クレジットカ ド会員向けの保険

全員が補償の対象となる場合もあります。ご家族が加入している保険の補償内容もご確認ください。

会推薦 高校生総合保障制度ご案内
　県高Ｐ連が推薦する当保障制度は、生徒さんの 24 時間のケガ・病気の補償はもとより、期せずして自転車事故の加害者となってしまった場合の賠償金も補償
されます。直近でも自転車事故や扶養者の不慮の事故などで数千万円の保険金支払いがあり、当保障制度により子供さんたちやご家族の経済的・精神的負担を
和らげることができると思っています。是非、この機会にご加入を検討いただけますようお願い申し上げます。
　なお、香川県では「香川県自転車の安全利用に関する条例」の改正により、令和４年４月１日から自転車損害保険等への加入が義務となりました。

加入手続きのご案内
今年度からインターネットによるオンライン申込みができます。

パンフレットでご加入するプランをご確認ください。

どちらか一方でお申込みください。

加入依頼書にてお申込み オンラインでのお申込み

この封筒に入っている
「加入依頼書」に必要
事項を記入しポストに
投函してください。

インターネットによる「オ
ンライン申込み」方法は、
同封の「ご加入方法のご
案内」をご参照ください。

【更新について】
本制度は１年ごとの自動更新となり、毎年更新案内にてお知らせして
おります。また加入者数による団体割引等を適用しておりますので、
加入者数の増減や保険金支払実績等に応じて割引率が変更となり、
補償金額（保険金額）・掛金（保険料）が変更となる場合がございます。
変更後の補償金額（保険金額）・掛金（保険料）は更新案内にてご案内
いたします。

今年度より「トラブル被害対応補償特約」と
「携行品損害補償特約」が新たに追加されました。
（詳しくは、パンフレットをご覧ください。）

動画でわかる補償内容はこちら！▶

パンフレット配布スケジュール
在校生は、終業式または始業式など、
新入学生は、合格説明会などで配布されます。

第一次募集締切

補償（保険）期間

：2022年３月31日（木）

：2022年４月１日（金）より１年間

※卒業まで自動更新

S-220404（2023-02）

（予定）


